
NASA「深宇宙探査ゲートウェイ及び輸送手段計画の進捗状況」について

Phase 1月近傍における深宇宙探査ゲート
ウェイの構築

2018～2026年の間に6回のSLSの打ち
上げ（技術実証、木星の衛星ミッ
ションを含む）

月近傍において、宇宙飛行士の長期
滞在も可能な拠点（深宇宙探査ゲー
トウェイ）を建設

米民間企業や国際パートナーなど誰
でも参加が可能

科学利用や月表面ミッションへの利
用が可能

Phase 2深宇宙探査輸送システムの完成・
火星に向けた検証

2017～2026年の間に4回のSLSの打ち
上げ

深宇宙輸送システムの完成

深宇宙探査ゲートウェイからの離脱、
試運転

平成29年3月、NASAは「深宇宙探査ゲートウェ
イ及び輸送手段計画の進捗状況」を発表。

有人火星探査をゴールに2020年代に行われる以
下の主要ミッション（Phase 1及びPhase 2）を詳
細に報告。

Phase 1月近傍における深宇宙探査ゲー
トウェイの構築

Phase 2深宇宙探査輸送システムの完
成・火星に向けた検証

＜参考＞

平成29年3月21日、米トランプ大統領は、NASA移
行授権法案に署名し、同法が成立。その中で次期
打ち上げロケット（SLS）や多目的有人宇宙船
（Orion）の開発を支持。
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